
いよ 令和３年

９月定例会
【特集】追跡調査
新型コロナウイルス感染症対策事業を
まとめました！
担い手総合支援事業（常任委員会審査報告） 
補助対象者数と採択された設備は？
　　　  ９人が市政を問う
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【連載企画②】 
議員のよこがお

【議会からのお知らせ】 
本会議の録画配信をはじめました！
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一般質問

秋晴れ！ちびっこオリンピック〜 （ぐんちゅう保育所運動会　令和３年10月９日）
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新型コロナウイルス感染症対策事業をまとめました！

市議会の主な対応

対応地方創生臨時交付金（※）」を活用！財源として国からの「新型コロナウイルス感染症
限度額 〕

もりかわ副委員長

昨年度（議会だより
第62号）に新型コロ
ナ関係予算につい
てお知らせしました
が、その後の状況
をお知らせします。

議員全員が自覚を持った適切な
行動を徹底し、傍聴者に対して
は、検温・マスク・手指消毒をし
ていただき、感染予防を万全に
して議会に臨みました。

１　接種券の発送は？ 
　全市民（12歳以上）への配布は完了し、11月中旬には、接種を希望する方の
２回目接種が概ね完了する予定です。

２　妊娠中の方への優先接種は？
　９月以降に出産予定の方とその配偶者の方へ接種券を発
送し、９月17日・24日に、保健センターにおいて、妊婦
のみを対象とした集団接種の機会を設け、39人の方が接
種しました。

３　高校３年生への優先接種は？
　９月30日現在で、対象者330人のうち、275人が接種
済み、また、接種予定であり、接種率は83％です。

４ 農林水産 を支援する主な予算

５ その他の支援予算

【実施済】金額は決算額
伊予市営農継続支援交付金事業 2,411万円 … 売り上げが減少するなどの影響を受けた高収益作物につ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            いて、次期作に取り組む農業者を支援しました。

木材価格緊急対策事業 957万円 … 価格が立米当たり1,000円以上下落した市場出荷木材に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            対して補助しました。

【実施済】金額は決算額
感 染 症 拡 大 防 止 事 業 850万円 … 消毒用噴霧器・マスク・消毒液等を調達しました。

受 付 窓 口 改 修 事 業 等 796万円 … 受付窓口にアクリル板を設置するなど、本庁舎１階の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            フロア環境を一体的に整備しました。

かわぐち委員

おおの委員

（※）新型コロナに奔走する地方自治体を支援するため
　  令和２年度に創設された自由度の高い交付金

市議会では、昨年に引き続き、議場内における
コロナ対策を継続してきました。また、９月議
会では、「コロナ禍による厳しい財政状況に対処
し地方税財源の充実を求める意見書」を全会一
致で可決し、国に対して意見書を提出しました。

感染症拡大防止のた
め、４月から５月にか
けて酒類を提供する
飲食店等に営業時間
短縮等の要請を行い
ました。

20時から22時の
間に職員が見回
りしたそうです。

気になる！ 伊予市のワクチン接種！

妊婦を対象とした集団接種の様子
（保健センター）

妊婦さんもワクチン
接種することで、出
産までの間、少しで
も不安が取り除ける
といいですね！

ひらおか委員
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昨年度から「チーム伊予市」で取り組んだ特  集
（追跡調査）

新型コロナウイルス感染症対策に支援する予算
１ 市民生活 を支援する主な予算

２ 子育て・教育 を支援する主な予算

３ 経済 を支援する主な予算

財源として国からの「新型コロナウイルス感染症
〔第１次～第３次配分（９億7,749万円）：

むかい委員

避難所において居住空間を
分離するための簡易テント
等も購入しました！

【実施済】金額は決算額
感染症拡大防止対策備蓄物資等整備事業 1,499万円 … 災害時避難所での感染症拡大防止に必要な備蓄物資調達
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            を行いました。

新生児特別定額給付金給付事業 808万円 … 特別定額給付金の支給対象外である新生児の世帯へ５万
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            円を支給しました。

【実施中】金額は予算額
伊予市民体育館空調改修及び衛生設備改修事業 1,070万円 … 伊予市民体育館の空調設備と衛生設備を改修し、換気機
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            能の向上等をはかります。

【実施済】金額は決算額
学校教育情報化推進事業 １億2,062万円 … GIGAスクール構想「１人１台端末」に関連する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            ソフトウェア等を整備しました。

学校保健特別対策事業         667万円 … 学校再開に伴う感染症対策や学習保障にかかる消耗品・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            備品等（非接触温度計・空気清浄機等）を整備しました。

【実施中】金額は予算額
遠隔・オンライン学習の環境整備事業 941万円 … 学校内におけるＩＣＴ学習環境を提供するため、関係機
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            器の整備等を行います。

【実施済】金額は決算額
市内宿泊施設利用促進協力金事業 2,915万円 … 市内の宿泊施設に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            宿泊した方へ１泊当たり、2,000円を補助しました。

プレミアム付飲食券発行事業 2,780万円 … 飲食店を支援するため、プレミアム付飲食券を発行しま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            した。

中小企業等応援給付金事業  2,325万円 … 事業収入が一定数減少した事業者に対し、応援金を支給
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            しました。

家 賃 支 援 給 付 金 事 業 1,421万円 … テナント料を支払いながら事業を営み、事業収入が一定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            数減少した事業者に給付金を支給しました。

新ビジネス展開協力金事業 1,003万円 … 新たなビジネス展開に挑む事業者に協力金を支給しま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            した。

バス・タクシー事業者支援金事業 635万円 … 感染防止対策を講じているバス・タクシー事業者に支援
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            金を支給しました。

資金及び特別貸付等利子補給金事業 220万円 … 愛媛県や日本政策金融公庫が行う特別融資の利子の一部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            を補給しました。

雇用調整助成金活用促進事業 245万円 … 雇用調整助成金の申請に係る社会保険労務士に委託した
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            費用の一部を補助しました。

キャッシュレス決済プレミアム還元事業 1,800万円 … 「PayPay（ペイペイ）」を使って買い物をした方に最大20％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            相当額のボーナスを付与しました。

【実施中】金額は予算額
地域産業力強化支援事業       2,420万円 … 新たなビジネススタイルの定着に向けた取り組みを行う
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            事業者に補助金を交付します。

２学期から実際にタブレット
端末を使用しての授業が始
まっています！

よしひさ
委員長

伊予市が発行
した、プレミ
アム付飲食券

「食べトク券」
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常任委員会
審査報告

（９月９日～
13日開催）

担い手
総合支援

事業

（参考）写真は「ＡＰハウス」（鉄骨補強型パイプハウス）
担い手総合支援事業の創設を機に、県の補助（３分の
１以内）に加え、今回新たに市の上乗せ補助（６分の１
以内）を実施することにした。

今年度、「打換え工法」により舗装修
繕工事を実施する予定の市道の一
つ「内港稲荷線」

担
い
手
総
合
支
援
事
業
費

補
助
金次

世
代
フ
ァ
ー
マ
ー
サ

ポ
ー
ト
事
業
の
後
継
事

業
と
し
て
、
就
農
候
補
者
研
修

事
業
と
新
規
就
農
者
機
械
施
設

整
備
事
業
の
２
事
業
か
ら
な
る

県
補
助
事
業
だ
が
、
機
械
施
設

整
備
事
業
の
補
助
対
象
者
数

と
、
ど
の
よ
う
な
設
備
等
が
採

択
さ
れ
た
の
か
。

農
業
振
興
課

　

補
助
対
象
者
は
５
人
で
あ

り
、
ト
ラ
ッ
ク
や
バ
ッ
ク
ホ
ウ

な
ど
、
農
業
以
外
で
使
え
る
汎

用
性
の
高
い
も
の
は
採
択
さ
れ

ず
、
Ａ
Ｐ
ハ
ウ
ス
・
キ
ウ
イ
棚
・

ハ
ウ
ス
の
関
連
部
品
な
ど
が
採

択
さ
れ
た
。

複
数
年
度
申
請
は
で
き

る
の
か
。

農
業
振
興
課

　
就
農
後
５
年
未
満
の
方
で
あ

れ
ば
申
請
自
体
は
行
え
る
が
、

県
の
想
定
予
算
を
超
過
す
る
ほ

ど
要
望
の
多
い
事
業
で
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
優
先
度
が
下
が
り

採
択
が
困
難
と
な
る
可
能
性
が

あ
る
。

市
道
舗
装
長
寿
命
化
修
繕

工
事

安
価
な
炭
素
繊
維
シ
ー

ト
を
使
用
す
る
な
ど
、

従
来
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
工

事
以
外
の
工
法
は
な
い
の
か
。

ま
た
、舗
装
後
の
耐
用
年
数
は
。

土
木
管
理
課

　
今
回
の
工
事
で
は
、
舗
装
の

破
損
が
著
し
く
、
応
急
措
置
や

維
持
工
法
で
は
良
好
な
路
面
を

維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
、
既
設
の
舗
装
を
撤
去
し
、

新
た
に
舗
装
す
る「
打
換
え
工

法
」
を
採
用
し
て
い
る
。
工
法

は
、
そ
の
場
所
や
損
傷
状
態
、

経
済
性
や
耐
久
性
な
ど
総
合
的

に
判
断
し
な
が
ら
、
そ
の
都
度

工
法
を
選
択
し
て
お
り
、ま
た
、

舗
装
後
の
耐
用
年
数
は
通
常
10

年
と
さ
れ
て
い
る
。

問

問問

答

答答

産
業
建
設
委
員
会
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修
繕
計
画
に
つ
い
て
、

損
傷
が
著
し
く
優
先
順

位
の
高
い
路
線
か
ら
順
次
修
繕

す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
あ
る

程
度
事
前
に
計
画
を
提
示
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

土
木
管
理
課

　
修
繕
計
画
は
10
年
単
位
で
計

画
し
て
お
り
、
基
本
的
に
交
通

量
の
多
い
１
級
、
２
級
市
道
や

２
車
線
道
路
な
ど
を
優
先
的
に

現
地
調
査
し
た
上
で
損
傷
を
数

値
化
し
て
順
位
を
決
め
て
い

る
。
国
の
補
助
金
と
の
兼
ね
合

い
や
地
元
か
ら
の
要
望
、
市
職

員
の
点
検
に
よ
り
破
損
が
見
つ

か
っ
た
場
合
は
、
優
先
順
位
が

変
わ
る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、

事
前
提
示
は
難
し
い
が
、
現
時

点
で
は
、
稲
荷
下
三
谷
線
、
下

三
谷
楠
木
線
の
修
繕
を
優
先
的

に
考
え
て
い
る
。

伊
予
市
過
疎
地
域
持
続
的

発
展
計
画旧

過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
と
の
違
い
は
。
ま

た
、
商
業
の
具
体
策
と
し
て
、

Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト（
※
）等
の
利
用
に

向
け
た
補
助
金
や
双
海
・
中
山

地
域
に
お
け
る
医
療
体
制
に
関

し
て
、
保
健
師
の
活
用
も
含
め

た
事
業
を
取
り
入
れ
て
は
ど
う

か
。

（
※
）自
社
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
置
い

た
独
自
運
営
で
販
売
す
る
サ
イ

ト
の
こ
と
。

総
務
課

　　

計
画
の
施
策
区
分
と
し
て
、

新
規
に「
移
住
定
住
の
促
進
」・

「
地
域
に
お
け
る
情
報
化
」・「
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
の

促
進
」
の
３
つ
が
加
わ
っ
て
い

る
。
ま
た
、
取
り
入
れ
る
事
業

は
、
過
疎
対
策
に
資
す
る
内
容

で
あ
れ
ば
追
加
可
能
だ
が
、
過

疎
債
の
適
用
は
、
施
設
整
備

の
よ
う
な
ハ
ー
ド
事
業
で
は
な

く
、
地
域
公
共
交
通
の
維
持
や

小
中
学
生
の
医
療
費
助
成
と
同

様
で
ソ
フ
ト
事
業
で
あ
る
。
こ

の
ソ
フ
ト
事
業
は
、
自
治
体
ご

と
に
活
用
枠
が
決
ま
っ
て
い
る

た
め
、
今
後
は
、
財
政
課
と
協

議
・
検
討
し
た
い
。

伊
予
市
ふ
る
さ
と
応
援
基

金（
※
）の
設
置

寄
附
金
が
市
の
想
定
を

超
え
る
よ
う
な
集
ま
り

方
を
し
た
場
合
の
対
処
方
法

は
。

財
政
課

　

こ
の
基
金
に
積
み
立
て
ら
れ

た
寄
附
金
は
、
指
定
寄
附
金
と

い
う
こ
と
で
、
他
の
目
的
に
は

使
え
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

使
い
方
と
し
て
、
翌
年
度
あ

る
い
は
翌
々
年
度
に
続
け
て
、

関
連
事
業
を
予
算
化
し
て
い
く

方
法
と
、
そ
の
ま
ま
基
金
内
に

原
資
を
と
ど
め
て
運
用
し
つ
つ
、

運
用
益
を
積
み
立
て
、
さ
ら
に

関
連
事
業
を
企
画
し
て
い
く
方

法
の
２
点
を
想
定
し
て
い
る
。

市
外
の
方
か
ら
寄
附
を

集
め
る
広
報
の
方
法

は
。

財
政
課

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
、

担
当
課
の
熱
量
を
伝
え
、
伊
予

市
の
こ
と
を
応
援
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
庁
内
で
検
討
し
て
い

き
た
い
。

就
労
準
備
支
援
業
務
委
託

事
業

就
労
プ
ラ
ン
と
し
て
、

６
か
月
と
１
年
間
の
期

間
の
違
い
は
。
ま
た
、
就
労
が

期
間
内
に
で
き
な
か
っ
た
場

合
、
延
長
は
可
能
か
。

福
祉
課

　

直
ち
に
就
労
が
困
難
な
方

に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
て
一

般
就
労
に
向
け
た
支
援
や
就
労

機
会
の
提
供
を
行
う
も
の
で
あ

る
。
過
去
に
就
労
の
実
績
が
あ

る
方
に
つ
い
て
は
、
支
援
を
し

な
が
ら
半
年
を
め
ど
に
実
施
す

る
が
、
人
に
よ
っ
て
は
、
１
年

く
ら
い
の
期
間
が
か
か
る
の
で

は
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
延
長
に
つ
い
て
は
、

３
年
間
の
事
業
期
間
の
中
で
１

年
を
経
過
し
て
も
就
労
が
困
難

な
場
合
は
、
継
続
し
て
支
援
を

行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

問

問

問

答

答

答

答

答

総
務
委
員
会

民
生
文
教
委
員
会

問

（※）伊予市ふるさと応援基金とは？
　寄附者が真に応援したい事業に対して、使途を指定
した寄附ができるようにすることで、伊予市の各事業
の応援者を獲得し、関係人口等の増加を目指すもので
ある。「ガバメントクラウドファンディング」（地方自治
体が特定の目的のために、不特定多数の方からの出資
を募っていく仕組み）の考え方を取り入れている。



大野　鎮司　議員　（Ｐ12）
１　誰一人取り残さない農福連携について
２　「申請主義」からプッシュ型行政サービスへ
３　３万人が住み続けられる伊予市へ（地域コミュニティ編）
４　成人式について

門田　裕一　議員　（Ｐ13）
１　地域気象防災支援について
２　地域猫対策について
３　メディアリテラシー教育を

川口　和代　議員　（Ｐ14）
１　伊予市のファンを増やす策を考える
２　防災備蓄品・防災グッズについて
３　思いやりのある業務を

向井　哲哉　議員　（Ｐ15）
１　コロナ禍における高齢者等の支援について
２　土砂災害対策について
３　「ふたみシーサイド公園」の現状と展望について

正岡　　満　議員　（Ｐ16）
１　ため池ハザードマップ作成業務について
２　ため池改修に係る地元負担割合について
３　市道180号線の大型車両通行制限等、現状と今後の
　　対策について
４　児童発達支援センター「伊予くじら」について

※通告順（発言順）に掲載しています。

一般質問

傍聴席には、車椅子を使用して
いる方でも議会の傍聴ができる
ように「昇降機」を設置してい
ますので、いつでもお越しくだ
さい。

車椅子用昇降機

いよ議会だより　令和３年 秋号 6



９人が市政を問う
　９月定例会では、９人の議員が30問の一般質問を行い、活発な議論を展開しました。全質問項
目は下表をご覧ください。８ページから質問した議員ごとに２問の質問を要約してお伝えします。
なお、全文記録（議事録）は12月上旬に市ホームページ（http://www.city.iyo.lg.jp）の会議録検索
システムにて掲載しますのでご覧ください。
※本人写真については、アクリル板越しの撮影であるため、機器の写りこみ等がありますがご了承ください。

森川　建司　議員　（Ｐ８）
１　住民自治組織の促進について
２　通学路の安全について
３　在宅介護、在宅育児の手当について

田中　慎之介　議員　（Ｐ９）
１　森配水池浄水水質検査結果について
２　学校教育におけるタブレットの活用について
３　伊予市地域防災計画（原子力災害対策編）について
４　教職員への餞別贈呈の是非について

金澤　　功　議員　（Ｐ10）
１　津波災害対策について
２　法定外公共物の占用料債権の取り扱いについて
３　法定外公共物の維持・管理等について

北橋　豊作　議員　（Ｐ11）
１　農業経営継続強化策について（パート２）
２　防災・減災及び道路の安全対策等について
３　新型コロナウイルス「デルタ変異株」対応等について

※通告順（発言順）に掲載しています。

一般質問

伊予市議会

ひの議長

『色付きの質問』
は、次ページ以降に
掲載しています！

12月定例会の日程
は11月初旬頃にホーム
ページで掲載予定です。
広報いよし12月号でも

お知らせします。
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参
画
協
働
推
進
都
市

の
創
造
を
目
指
す
本

市
で
あ
る
が
、
住
民
自
治
組

織
の
結
成
が
遅
々
と
し
て
進

ん
で
い
な
い
。
過
去
の
議
事

録
や
第
２
次
総
合
計
画(

後

期
含
む)

な
ど
を
参
考
に
市

の
取
り
組
み
を
問
う
。

　
伊
予
市
総
合
計
画
に
お
け

る「
住
民
自
治
」の
認
知
度
の

認
識
は
。
ま
た
、
こ
の
よ
う

な
重
要
な
問
題
を
促
進
す
る

鍵
は
市
長
の
決
断
に
な
る
と

考
え
る
が
、
そ
の
覚
悟
は
。

住
民
自
治
推
進
事
業

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
、
地
域
に
お
け
る

自
治
会
活
動
の
重
要
性
に
対

し
て
一
定
の
理
解
を
得
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。
一
方
、

住
民
自
治
活
動
の
基
本
で
あ

る「
協
働
」に
つ
い
て
は
、
認

知
度
が
低
い
た
め
、
今
後
周

知
に
努
め
る
。
市
長
の
決
断

と
し
て
、「
３
万
人
が
住
み

続
け
ら
れ
る
伊
予
市
」
を
目

標
に
掲
げ
て
お
り
、
住
民
自

治
組
織
が
重
要
な
位
置
付
け

で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い

る
。
現
在
関
係
部
署
に
対
し
、

地
域
担
当
職
員
制
度
の
導
入

を
含
め
、
住
民
自
治
組
織
の

設
置
に
向
け
た
施
策
推
進
を

指
示
し
て
い
る
。

参
画
協
働
推
進
委
員

会
の
開
催
状
況
と
、

ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
の
活
動

と
成
果
は
。
ま
た
、
機
運
醸

成
の
具
体
的
施
策
は
。

　

参
画
協
働
推
進
委
員
会
を

過
去
に
計
５
回
開
催
し
、
伊

予
市
協
働
の
指
針
の
原
案
を

作
成
し
た
。
ワ
ー
キ
ン
グ

チ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
令
和

２
年
１
月
に
立
ち
上
げ
、
地

区
担
当
職
員
制
度
に
つ
い
て

協
議
を
行
っ
て
き
た
。
現
段

階
で
は
導
入
に
至
っ
て
い
な

い
が
、
市
長
か
ら
指
示
を
受

け
て
お
り
、
住
民
自
治
組
織

に
対
す
る
支
援
員
と
し
て
の

制
度
化
に
向
け
、
前
向
き
に

検
討
し
た
い
。

　

機
運
醸
成
に
つ
い
て
は
、

平
成
31
年
度
に「
伊
予
市
地

域
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
制

度
」
を
創
設
し
た
り
、
広
報

区
長
を
対
象
に「
地
域
づ
く

り
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
修

会
を
開
催
す
る
な
ど
、
地
域

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
並
び
に
機

運
の
醸
成
を
図
っ
て
き
た
。

施
設
介
護
や
保
育
所

の
重
要
性
は
認
識
し

て
い
る
が
、
経
済
性
の
面
や

家
族
の
触
れ
合
い
な
ど
を
考

え
る
と
在
宅
介
護
や
在
宅
育

児
へ
の
ニ
ー
ズ
や
期
待
は
高

ま
っ
て
い
る
と
思
う
。
ま
た
、

在
宅
介
護
や
在
宅
育
児
を

希
望
す
る
方
に
対
し
て
手
当

を
支
給
す
る
こ
と
は
、
税
の

公
平
性
か
ら
も
妥
当
と
考
え

る
。

　
在
宅
介
護
手
当
の
増
額
と

支
給
要
件
を
緩
和
し
て
は
。

ま
た
、
子
育
て
中
の
専
業
主

婦
に
在
宅
育
児
手
当
の
支
給

を
し
て
は
。

　

在
宅
介
護
手
当
に
つ
い
て

は
、「
毎
月
５
千
円
を
１
万

円
に
増
額
し
、
支
給
要
件
を

要
介
護
４・
５
の
高
齢
者
に

対
し
、
在
宅
で
常
時
介
護
し

て
い
る
者
」
と
緩
和
し
た
場

合
で
試
算
す
る
と
、
年
間
約

１
６
４
０
万
円
の
財
政
負
担

が
想
定
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、

増
額
や
支
給
要
件
の
緩
和
は

困
難
と
考
え
て
い
る
。

　

在
宅
育
児
手
当
に
つ
い

て
は
、
０
歳
児
か
ら
２
歳
児

の
在
宅
児
童
数
３
５
４
人

に
対
し
、
毎
月
１
万
円
を

支
給
し
た
場
合
、
年
間
約

４
２
５
０
万
円
の
財
政
負
担

が
想
定
さ
れ
る
。
現
状
を
踏

ま
え
、
本
手
当
を
持
続
的
に

支
給
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
と
考
え
る
。
そ
れ
に
加
え
、

未
就
労
の
母
親
の
就
労
意
向

調
査
に
よ
る
と
、
就
労
し
た

い
と
考
え
る
母
親
の
割
合
が

74
・
６
％
と
高
い
。
ま
ず
は
、

仕
事
と
子
育
て
が
両
立
で
き

る
よ
う
一
時
預
か
り
事
業
や

延
長
保
育
事
業
、
放
課
後
児

童
健
全
育
成
事
業
、
病
児
保

育
事
業
な
ど
の
適
切
な
運
営

に
努
め
、
多
様
な
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
に
対
応
で
き
る
支
援

体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

問

問

問

答

在
宅
介
護
、
在
宅
育
児
の

手
当

答
参
画
協
働
推
進
委
員
会

を
計
５
回
開
催
し
た
。

答
両
手
当
と
も
財
政
負
担
が
想

定
さ
れ
支
給
は
困
難
で
あ
る
。

森
川　
建
司　
議
員

        住民自治組織の促進

設置に向けた市長の決断を！
（答弁）設置へ向けた施策推進を指示している
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な
い
宿
題
、
課
題
追
究
、
登

校
に
制
限
が
あ
る
場
合
の
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
等
の
活
用
が

日
常
的
に
継
続
的
に
実
施
で

き
る
よ
う
経
験
を
積
ん
だ
う

え
で
、
小
中
学
生
と
も
に
段

階
的
な
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
持
ち

帰
り
を
実
施
す
る
予
定
と
し

て
い
る
。
な
お
、
学
校
現
場

に
も
早
期
の
持
ち
帰
り
が
で

き
る
よ
う
に
授
業
を
進
め
る

よ
う
依
頼
し
て
い
る
。

長
期
休
業
中
の
宿
題

や
伊
予
市
Ｐ
Ｒ
動
画

の
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
に
活
用

し
て
は
。

　

長
期
休
業
中
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
活
用
例
は
下
表（
※
）の

９
月
か
ら
市
内
小
中

学
校
で
本
格
的
に
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
授
業

が
始
ま
り
、
さ
ら
に「
Ｐ
ｅ
ｐ

ｐ
ｅ
ｒ（
ペ
ッ
パ
ー
）」も
試
験

導
入
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
活
用
に
よ
り
こ
れ

か
ら
始
ま
る
本
市
の
新
し
い

教
育
が
、県
内
の
教
育
を
リ
ー

ド
す
る
先
進
地
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
期
待
し
て
い
る
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
、
学
校
で

の
保
管
を
考
え
て
い
る
よ
う

だ
が
、
教
育
で
の
活
用
を
考

え
た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
で
管

理
し
、
自
宅
に
持
ち
帰
れ
る

よ
う
に
す
れ
ば
ど
う
か
。

段
階
的
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
活
用
の
幅
を
広

げ
た
い
と
考
え
て
お
り
、
操

作
方
法
だ
け
で
な
く
、
使
い

方
の
マ
ナ
ー
等
の
指
導
を
行

う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
そ
の
際
、
家
庭
で
も
安

全
に
効
果
的
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
利
用
で
き
る
よ
う
、
保
護

者
の
方
の
理
解
と
協
力
を
得

る
た
め
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

作
成
し
、
２
学
期
始
業
と
同

時
に
配
布
し
た
。
紙
媒
体
で

と
お
り
で
あ
る
。
本
市
Ｐ
Ｒ

動
画
の
作
成
等
は
、
有
意
義

な
提
案
と
考
え
る
が
、
学
校

現
場
と
も
連
携
し
な
が
ら
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
た
め
今

後
の
課
題
と
す
る
。

原
子
力
災
害
が
万
が

一
発
生
し
た
場
合
、

大
規
模
な
地
震
や
津
波
も
併

発
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

避
難
者
の
一
時
集
結
所
と
し

て
下
灘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
は
適
切
な
の
か
。

　
ま
た
、
第
２
候
補
地
も
選

定
し
て
お
く
べ
き
で
は
。

　

下
灘
コ
ミ
セ
ン
は
、
自
家

用
車
で
避
難
で
き
な
い
避
難

者
が
徒
歩
等
で
集
ま
り
、
バ

ス
等
に
乗
り
合
わ
せ
て
30
㎞

圏
外
に
あ
る
受
入
施
設
ま
で

移
動
す
る
た
め
の
集
合
場
所

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

一
時
的
に
多
く
の
人
が
集
ま

る
こ
と
が
で
き
、
30
㎞
圏
内

や
、
そ
の
範
囲
に
近
い
所
で

速
や
か
に
退
避
で
き
る
場
所

に
立
地
し
て
い
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
自
然
災
害
で
こ

の
施
設
が
使
用
不
能
と
な
れ

ば
、
緊
急
避
難
的
に
他
の
施

設
に
集
結
さ
せ
る
こ
と
に
な

る
。
し
た
が
っ
て
、
あ
ら
か

じ
め
第
２
候
補
地
を
選
定
し

て
お
け
ば
、
混
乱
を
回
避
で

き
る
た
め
、
上
位
計
画
を
所

管
す
る
県
等
と
協
議
す
る
。

問

問

答

伊
予
市
地
域
防
災
計
画

（
原
子
力
災
害
対
策
編
）

田
中　
慎
之
介　
議
員

学校教育におけるタブレットの活用

タブレットは持ち帰れないのか？
（答弁）段階的な持ち帰りを実施する

答
第
２
候
補
地
は
上
位
計
画
を

所
管
す
る
県
等
と
協
議
す
る
。

Pepperは３年契約で試験導入
し、今年度は慣れることを目的
としています。来年度以降に教
育現場と連携を取りながら、よ
り実践的なプログラム教育を
進める予定とのことです！

問答
Ｐ
Ｒ
動
画
は
有
意
義
な
提
案

だ
が
今
後
の
課
題
と
す
る
。

活用例 メリット

１ 課題の提出日を設定し
てデータで提出する。

計画的に課題に取り組め、余裕をもって新学期が迎
えられ、また、教職員も確認する時間が確保でき丁
寧に見ることができる。

２
学習プリントを eラー
ニング等の学習支援
サービスに変更する。

印刷や製本の手間・時間も省け、個に応じた内容・量
の調整も容易になり、学習の個別最適化が図られる。

３ 学年招集日を設定し
ない

招集せずに児童生徒の様子を把握することや学習指
導をすることが可能になる。

４ 自由研究をタブレッ
トでまとめる。

多様な表現方法ができるようになり、データを視聴する
発表会を通して資料が見やすくなることで、理解も深ま
る。また、その経験を重ね、応用したオリジナルの活用
方法を創造する児童生徒も出てくることが期待できる。
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令
和
３
年
６
月
に
策

定
さ
れ
た「
伊
予
市

災
害
時
受
援
計
画
」
の
地
域

内
輸
送
拠
点
に
つ
い
て
、
選

定
集
積
所
に
伊
予
市
民
体
育

館（
以
下
、
市
民
体
育
館
）が

明
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
基

準
項
目
に「
津
波
浸
水
想
定

区
域
外
に
立
地
し
て
い
る
こ

と
」と
の
条
件
が
明
記
さ
れ
て

い
る
が
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
市
民

体
育
館
は
津
波
浸
水
想
定
区

域
内
に
立
地
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。

　
隣
接
し
て
い
る
公
園
の
広

さ
は
、
確
か
に
物
資
貯
蔵
の

た
め
の
大
型
テ
ン
ト
を
設
置

す
る
の
に
適
し
て
い
る
が
、

本
当
に
津
波
発
生
時
に
市
民

体
育
館
と
公
園
の
利
活
用
が

可
能
か
。大

規
模
災
害
は
津
波

だ
け
で
は
な
く
、
津

波
で
浸
水
し
な
け
れ
ば
問
題

な
く
使
用
で
き
る
。

　
市
民
体
育
館
に
つ
い
て
は
、

津
波
等
で
浸
水
し
た
場
合
に

使
用
が
難
し
い
と
い
う
問
題

は
承
知
し
て
お
り
、
か
か
る

事
態
に
お
い
て
は
、
他
の
拠

点
施
設
を
使
用
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

危
機
管
理
課
と
消
防

署
と
の
人
事
交
流
を

行
う
こ
と
で
、
両
者
間
に
お

け
る
危
機
管
理
の
情
報
や
経

験
を
共
有
で
き
、
発
災
時
に

お
い
て
も
連
携
が
取
り
や
す

く
な
る
た
め
、
他
の
自
治
体

も
実
践
し
て
い
る
よ
う
に
本

市
も
取
り
入
れ
て
は
。

　

伊
予
消
防
署
と
は
、
日
頃

か
ら
消
防
団
事
務
や
消
防
水

利
事
務
を
通
じ
て
、
ま
た
、

災
害
対
応
時
に
は
、
市
災
害

対
策
本
部
に
消
防
署
が
参
画

す
る
な
ど
連
携
が
保
た
れ
て

い
る
。

　

現
在
、
市
職
員
と
伊
予
消

防
等
事
務
組
合
職
員
の
人
事

交
流
は
考
え
て
は
い
な
い
が
、

担
う
べ
き
業
務
を
整
理
し
た

う
え
で
検
討
し
た
い
。

平
成
12
年
４
月
１
日

以
降
、
国
か
ら
自
治

体
へ
順
次
譲
与
さ
れ
た
法
定

外
公
共
物
に
対
し
て
、
約
20

年
の
歳
月
が
過
ぎ
た
。

　
国
土
調
査
地
籍
図
と
法
定

外
公
共
物
管
理
シ
ス
テ
ム
の

地
籍
図
の
デ
ー
タ
の
連
携
は

で
き
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

占
用
申
請
未
提
出
の
構
造
物

の
調
査
状
況
は
。

　

国
調
デ
ー
タ
と
法
定
外
公

共
物
地
図
デ
ー
タ
を
シ
ス
テ

ム
上
で
重
ね
て
管
理
し
て
い
る

が
、
占
用
申
請
デ
ー
タ
と
の
一

元
管
理
と
な
っ
て
お
ら
ず
、
一

元
管
理
す
る
た
め
に
は
多
額

の
費
用
を
要
す
る
た
め
、
現

時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

　

占
用
申
請
未
提
出
の
構
造

物
の
調
査
状
況
は
、
里
道
、

公
共
用
水
路
等
は
財
産
管
理
、

機
能
管
理
を
自
治
体
が
行
う

こ
と
と
な
っ
た
が
、
本
市
に
お

い
て
も
、
そ
の
管
理
責
務
を
遂

行
す
る
た
め
、
条
例
を
制
定

し
て
管
理
を
行
っ
て
い
る
が
、

旧
前
か
ら
存
在
す
る
全
て
の

物
件
に
つ
い
て
把
握
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
り
、
判
明
し
た

時
点
で
解
消
し
て
い
く
ほ
か

な
い
と
考
え
て
い
る
。

用
途
廃
止
、
代
替
施

設
の
設
置
件
数
は
。

過
去
３
か
年
の
実
績

を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

宅
地
開
発
等
に
伴
う
用
途
廃

止
が
合
計
で
５
件
あ
り
、
そ

の
う
ち
、
３
件
に
つ
い
て
は
、

機
能
回
復
を
目
的
と
す
る
代

替
施
設
の
設
置
が
あ
っ
た
。

問

問

答

答

答
担
う
べ
き
業
務
を
整
理

し
た
う
え
で
検
討
す
る
。

答
申
請
未
提
出
物
件
が
判
明

し
た
時
点
で
解
消
す
る
。

金
澤　
　
功　
議
員

津波発生時の選定集積所 

市民体育館等の利活用は可能か？
（答弁）津波で浸水しなければ使用できる

問

問

法
定
外
公
共
物
の
維
持
管
理

過去に新川地区が受け取っていた電柱の占用料
が、構造物設置者の錯誤等にて受給権のないもの
と数年後に判明しましたが、受給権のある市は、
条例上、遡及徴収の条文が存在しないため請求し
ていないとの答弁がありました。ほかにも市に入
るべき占用料が失われている可能性もあるため、
法定外公共物の維持管理体制の徹底と今後の取扱
いについて是正するよう要望します！
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本
市
の
防
災
重
点
た

め
池
98
か
所
の
う
ち

90
か
所
が
旧
伊
予
市
地
域
の

扇
状
地
に
集
中
し
て
い
る
。

万
が
一
決
壊
し
た
場
合
は
、

標
高
の
低
い
市
街
地
に
水
が

流
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。
改

修
は
地
元
団
体
と
協
議
の
う

え
、
市
が
県
に
申
請
す
る
が
、

改
修
事
業
は
多
額
の
費
用
が

発
生
し
、
高
齢
化
や
担
い
手

不
足
で
農
家
が
減
少
す
る
地

域
に
と
っ
て
は
重
い
負
担
と

な
っ
て
い
る
。

　
今
後
２
か
年
で
未
作
成
の

た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作

成
予
算
が
可
決
さ
れ
、
改
修

事
業
も
加
速
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。

　
現
在
ま
で
の
防
災
重
点
た

め
池
の
改
修
状
況
と
本
年
度

の
改
修
計
画
は
。

現
在
ま
で
の
防
災
重

点
た
め
池
の
改
修
状

況
は
、
本
市
の
防
災
重
点
た

め
池
98
か
所
の
う
ち
、
改
修

済
が
48
か
所
、
改
修
率
49
％

と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
改
修
済
た
め
池
48
か

所
の
う
ち
、
約
６
割
の
27
か

所
の
た
め
池
は
、
老
朽
化
対

策
を
目
的
と
し
た
旧
基
準
で

の
改
修
を
実
施
し
て
お
り
、

耐
震
性
能
照
査
が
追
加
さ
れ

た
新
基
準
に
適
応
し
て
い
る

改
修
済
た
め
池
は
21
か
所
、

改
修
率
21
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
年
度
の
改
修
計
画
は
、

上
吾
川
市
ノ
坪
池
、
稲
荷
土ど

段だ
ん

池
、
宮
下
新
池
の
３
か
所

を
、
県
営
事
業
と
し
て
改
修

工
事
を
進
め
て
い
る
。

改
修
工
事
が
進
ま
な

い
要
因
は
。

　

改
修
が
進
ま
な
い
要
因

は
、
地
元
関
係
者
と
工
事
期

間
や
地
元
分
担
金
な
ど
の
協

議
が
進
ま
な
い
こ
と
も
要
因

の
一
つ
と
考
え
て
い
る
が
、

入
札
を
執
行
す
る
も
、
人
手

不
足
や
予
定
価
格
と
実
勢
価

格
が
乖か

い

離り

し
て
い
る
等
の
指

摘
が
あ
る
な
ど
、
契
約
に
至

ら
な
い
こ
と
が
よ
り
大
き
な

要
因
で
あ
る
。

本
市
で
は
、「
農
福

連
携
」
に
対
し
、
各

種
研
修
会
等
を
実
施
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
定

着
す
る
に
は
ま
だ
時
間
が
か

か
る
と
思
わ
れ
る
。

　

推
進
す
る
入
り
口
と
し

て
、
農
福
連
携
技
術
者
の
育

成（
農
業
版
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
）

や
相
談
窓
口
の
一
元
化
を
進

め
て
は
。

　

生
産
現
場
を
担
当
す
る
Ｊ

Ａ
の
実
務
者
が
農
業
者
と
福

祉
事
業
所
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ

せ
る
県
の
支
援
事
業
に
着
目

し
、
県
農
業
指
導
班
・
Ｊ
Ａ

営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
・
市
農

業
振
興
課
の
連
携
機
能
を
活

か
し
な
が
ら
、
市
民
福
祉
部

と
協
力
し
、
ま
ず
は
施
設
外

就
労
に
よ
る
農
福
連
携
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
丁
寧
に
検

討
す
る
。

　

農
業
版
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
の

育
成
に
つ
い
て
は
、
福
祉
事

業
所
の
ス
タ
ッ
フ
等
を
対
象

に
農
業
講
座
が
開
催
さ
れ
て

お
り
、
そ
こ
へ
県
・
市
・
Ｊ

Ａ
の
職
員
も
参
加
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
継
続
に
よ
る
研

修
会
の
充
実
と
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

　

農
福
連
携
は
、
障
が
い
者

だ
け
で
な
く
高
齢
者
や
生
き

づ
ら
さ
、
働
き
づ
ら
さ
を
抱

え
る
人
も
対
象
に
す
る
動
き

が
加
速
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
研
修
や
実
践
を
通
し
た

経
験
を
積
み
重
ね
な
が
ら
、

今
後
、
連
絡
会
形
式
が
良
い

か
、
窓
口
一
元
化
が
良
い
か

の
判
断
を
行
い
た
い
。

問

問

問

答

北
橋　
豊
作　
議
員

　防災重点ため池改修 

本年度の改修計画は？
（答弁）現在３か所の改修工事を進めている

答
研
修
や
実
践
を
通
し
た
経
験

を
積
み
重
ね
て
判
断
す
る
。 現在改修中の「稲荷土段池」

農
業
経
営
継
続
強
化
策

（
パ
ー
ト
２
）

答
契
約
に
至
ら
な
い
こ
と
が

大
き
な
要
因
で
あ
る
。
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最
近
、
障
が
い
の
あ

る
方
か
ら「
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
も
あ
り
、仕
事
が
減
っ

て
困
っ
て
い
る
」な
ど
の
相
談

を
よ
く
受
け
る
。
逆
に
自
分

も
含
め
、
農
業
者
は
繁
忙
期

な
ど
人
手
不
足
で
困
っ
て
お

り
、「
伊
予
市
版
農
福
連
携
」

と
し
て
、
両
者
の
困
っ
て
い

る
こ
と
が
う
ま
く
補
え
れ
ば
、

解
消
に
繋
が
る
と
考
え
る
。

　
そ
の
一
例
と
し
て
、
左
表

（
※
）の
よ
う
な
マ
ッ
チ
ン
グ

を
本
市
も
し
く
は
、
就
労
施

設
や
委
託
業
者
な
ど
に
お
願

い
し
て
は
ど
う
か
。

単
な
る
自
助
努
力
・

費
用
対
効
果
・
ウ
ィ

ン
ウ
ィ
ン
の
関
係
で
農
福
連

携
の
浸
透
を
目
指
す
だ
け
で

な
く
、
行
政
が
関
わ
る
こ
と

で
、
農
業
関
係
者
の
障
が
い

者
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　
今
年
度
は
、「
中
予
地
区
農

福
連
携
推
進
チ
ー
ム
」が
取
り

組
む
農
福
連
携
の
理
解
を
促

進
す
る
啓
発
活
動
に
参
画
し
、

農
業
関
係
者
が
農
作
業
を
提

案
す
る
際
に
複
雑
な
作
業
工

程
を
細
分
化
し
た
事
例
動
画

を
作
成
・
活
用
す
る
計
画
で

あ
る
。

　

な
お
、
ご
自
身
の
経
験
か

ら
な
る
詳
細
か
つ
貴
重
な
提

案
に
つ
い
て
は
、
農
業
関
係

者
と
具
体
的
な
取
り
組
み
へ

の
検
討
が
始
ま
っ
た
際
に
、

農
業
と
福
祉
の
マ
ッ
チ
ン
グ

の
参
考
に
生
か
し
た
い
。

ノ
ウ
フ
ク
Ｊ
Ａ
Ｓ

（
※
）を
認
証
取
得
し
、

市
産
品
に
付
加
価
値
を
。

　

８
月
末
現
在
、
全
国
で
は

16
の
事
業
者
が
企
業
努
力
に

よ
り
認
証
取
得
し
、
こ
の
中

に
は
本
市
の
企
業
も
含
ま
れ

て
い
る
。
ノ
ウ
フ
ク
Ｊ
Ａ
Ｓ

に
認
証
さ
れ
た
農
産
品
の
生

産
に
携
わ
る
障
が
い
者
・
販

売
す
る
企
業
・
購
入
す
る
消

費
者
の
三
方
の
取
り
組
み
自

体
が
持
続
可
能
な
共
生
社
会

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

で
あ
り
、
ま
さ
に
本
市
が
掲

げ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に
沿

う
も
の
と
注
目
し
て
い
る
。

ま
ず
は
、
農
業
部
門
と
福
祉

部
門
の
横
の
連
携
を
密
に
す

る
体
制
を
構
築
し
た
う
え
で
、

農
福
連
携
の
考
え
方
に
賛
同

い
た
だ
け
る
団
体
・
企
業
等

と
の
話
し
合
い
の
中
で
、
ノ

ウ
フ
ク
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
取
得
も
視

野
に
入
れ
た
い
。

（
※
）ノ
ウ
フ
ク
Ｊ
Ａ
Ｓ
と
は
、
障

が
い
者
が
生
産
工
程
に
携
わ
っ

た
食
品
の
農
林
規
格
の
こ
と
。

今
年
の
成
人
式
は
、

や
む
を
得
ず
中
止
と

な
っ
た
が
、
来
年
の
成
人
式

の
予
定
は
。
例
え
ば
、
校
区

別
に
分
散
し
た
り
、
県
外
の

方
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
す

る
な
ど
、
開
催
で
き
る
よ
う

な
工
夫
や
計
画
を
し
て
は
。

　

２
０
２
２
年
の
成
人
式
は

１
月
９
日
の
日
曜
日
に
開
催

す
る
予
定
で
あ
る
が
、
県
内

で
も
、
感
染
力
の
強
い
デ
ル

タ
変
異
株
が
猛
威
を
ふ
る
い

未
だ
収
束
に
は
至
っ
て
い
な

い
状
況
に
あ
る
。

　

成
人
式
は
、
感
染
リ
ス
ク

の
極
め
て
高
い
催
し
で
あ
る

が
、
反
面
、
意
義
深
い
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
、
感
染
状
況
を
み
な
が
ら

開
催
方
法
に
つ
い
て
検
討
を

重
ね
、
11
月
下
旬
に
は
開
催

の
可
否
に
つ
い
て
慎
重
に
判

断
し
た
い
。

問

問

問

答

答
ま
ず
は
、
横
の
連
携
を
密

に
す
る
体
制
を
構
築
す
る
。

答
令
和
４
年
１
月
９
日（
日
）

に
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

大
野　
鎮
司　
議
員

 誰一人取り残さない農福連携 

「伊予市版農福連携」を！
（答弁）まずは、啓発活動に参画する

今
後
の
成
人
式
の
開
催

本市のキウイ出荷量は全国トッ
プクラスです。農業者の収入が
増えれば税収が増え、また、若
い担い手が増えることで人口減
対策にもなります。障がいのあ
る方も働く生きがいの確保、生
活の補助にもなり、両者にとっ
ていいことばかりだと思います。
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①
人手がほしい農業者が就労を希望する
障がい者就労施設などに希望日時・作
業内容を登録しておく。

② 作業可能であれば、施設から農業者
に連絡する。

③ 作業日までに実際の研修を兼ねて就
労施設の職員と打ち合わせする。

④ 賃金はある程度ベースを決めておき、
直接農業者から支払う。

（※）農業者と障がい者のマッチング例



最
近
、
捨
て
猫
や
野

良
猫
の
相
談
が
多
く

な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
解

決
策
と
し
て
編
み
出
さ
れ
た

手
法
に
地
域
猫
活
動
が
あ

る
。
こ
れ
は「
Ｔ
Ｎ
Ｒ
手
法
」

と
言
わ
れ
、
ト
ラ
ッ
プ（
捕

獲
）・
ニ
ュ
ー
タ
ー（
不
妊
・

去
勢
手
術
）・
リ
タ
ー
ン（
元

の
縄
張
り
に
戻
す
）
の
意
味

で
、
即
効
性
は
な
く
、
数
年

か
け
て
そ
の
地
域
の
野
良
猫

の
一
生
を
見
守
り
、
地
域
で

解
決
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
手
法
は
人
道
的
で
多
く
の

支
持
が
得
ら
れ
て
お
り
、
国

も
推
奨
し
、
現
在
全
国
に
広

が
り
を
見
せ
て
い
る
。

　
本
市
の
地
域
猫
活
動
へ
の

取
り
組
み
は
。

地
域
猫
活
動
を
推
進

し
て
い
く
う
え
で
地

域
住
民
の
協
力
体
制
は
欠
か

せ
な
い
が
、
地
域
住
民
の
十

分
な
理
解
を
得
な
い
ま
ま
に

運
動
を
始
め
た
た
め
に
賛
成

派
と
反
対
派
が
対
立
す
る
事

態
が
発
生
し
て
い
る
地
域
も

あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

今
後
、
要
望
が
上
が
れ
ば
、

猫
の
捕
獲
お
り
の
貸
し
出
し
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
者
へ
の
管

理
講
習
の
実
施
、
不
妊
・
去

勢
手
術
を
施
し
て
い
た
だ
く

際
の
手
術
費
の
全
額
助
成
を

視
野
に
入
れ
た
制
度
の
創
設

等
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

長
野
県
松
本
市
が
実

施
し
て
い
る「
猫
の

に
ゃ
ん
で
も
相
談
会
」を
参
考

に
、
本
市
も
導
入
す
る
な
ど

問
題
解
決
を
図
っ
て
は
。

　
「
猫
の
に
ゃ
ん
で
も
相
談

会
」の
実
施
は
、
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
と
の
連
携
・
協

力
体
制
の
構
築
、
活
動
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
に

大
変
有
意
義
な
こ
と
で
も
あ

り
、
適
正
な
時
期
に
伊
予
市

独
自
の「
猫
の
に
ゃ
ん
で
も
い

～
よ
相
談
会
」の
実
施
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま

な
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
が
流

れ
、
そ
の
都
度
、
国
民
は
そ

の
情
報
に
惑
わ
さ
れ
た
。
メ

デ
ィ
ア
が
多
様
化
し
、
情
報

量
が
飛
躍
的
に
増
え
て
い

る
一
方
、
個
人
で
の
情
報
発

信
が
容
易
と
な
り
、
検
閲
や

精
査
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制

が
な
い
個
人
レ
ベ
ル
の
情
報

発
信
が
増
え
て
い
る
こ
と
が

フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
増
加
の

一
因
で
も
あ
る
。
情
報
を
的

確
に
取
捨
選
択
し
、
理
解
、

活
用
す
る
能
力（
メ
デ
ィ
ア

リ
テ
ラ
シ
ー
）
が
今
強
く
求

め
ら
れ
て
い
る
。
小
中
学
校

に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ

シ
ー
の
取
り
組
み
は
。

今
年
の
成
人
式
は
、

や
む
を
得
ず
中
止
と

な
っ
た
が
、
来
年
の
成
人
式

の
予
定
は
。
例
え
ば
、
校
区

別
に
分
散
し
た
り
、
県
外
の

方
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
す

る
な
ど
、
開
催
で
き
る
よ
う

な
工
夫
や
計
画
を
し
て
は
。

　

２
０
２
２
年
の
成
人
式
は

１
月
９
日
の
日
曜
日
に
開
催

す
る
予
定
で
あ
る
が
、
県
内

で
も
、
感
染
力
の
強
い
デ
ル

タ
変
異
株
が
猛
威
を
ふ
る
い

未
だ
収
束
に
は
至
っ
て
い
な

い
状
況
に
あ
る
。

　

成
人
式
は
、
感
染
リ
ス
ク

の
極
め
て
高
い
催
し
で
あ
る

が
、
反
面
、
意
義
深
い
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
、
感
染
状
況
を
み
な
が
ら

開
催
方
法
に
つ
い
て
検
討
を

重
ね
、
11
月
下
旬
に
は
開
催

の
可
否
に
つ
い
て
慎
重
に
判

断
し
た
い
。

　

メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
に

つ
い
て
は
、
情
報
教
育
主
任

が
資
料
の
周
知
を
し
た
り
、

既
存
の
年
間
計
画
の
中
に

組
み
込
ん
だ
り
し
て
、
計
画

的
に
児
童
生
徒
に
情
報
活
用

能
力
、
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
育
成
に
努
め
て
い
る
。
さ

ら
に
、
県
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま

な
教
員
向
け
、
児
童
生
徒
向

け
の
資
料
や
教
材
が
紹
介
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
活
用
の
追

跡
調
査
等
も
実
施
さ
れ
て
い

る
。

　

そ
の
一
例
が「
え
ひ
め
っ

こ
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
ア
プ

リ
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

の
情
報
を
正
し
く
活
用
す
る

力
や
、
利
用
上
の
マ
ナ
ー
の

習
得
が
で
き
る
よ
う
ク
イ
ズ

形
式
や
ゲ
ー
ム
性
を
持
た
せ

た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容

は
定
期
的
に
更
新
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
を
活
用
し
て
、
継
続

的
に
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー

教
育
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問

問

問

答

答
伊
予
市
独
自
の
相
談
会

の
実
施
を
検
討
す
る
。

答
既
存
の
年
間
計
画
の
中
に

組
み
込
ん
で
い
る
。

門
田　
裕
一　
議
員

地域「猫」対策 （捨て猫・野良猫問題）

地域猫活動の取り組みは？
（答弁）手術費助成制度の創設等を検討する

メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
教

育
の
推
進
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本
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

し
て
、
い
ろ
い
ろ
な

寄
附
金
制
度
を
活
用
す
る
こ

と
で
財
源
を
増
や
し
、
交
流

人
口
や
フ
ァ
ン
を
拡
大
す
る

こ
と
で
移
住
・
定
住
に
繋
が

る
と
考
え
る
。

　
ま
ず
、
国
が
認
定
し
た
自

治
体
の
地
方
創
生
事
業
に
企

業
が
寄
附
し
た
場
合
に
法
人

税
が
軽
減
さ
れ
る
制
度「
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
は
。

財
源
を
確
保
す
る
観

点
か
ら
有
効
な
制
度

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

今
後
、
地
域
再
生
計
画
の
申

請
に
向
け
て
、
調
査
・
研
究

を
進
め
る
。
認
定
が
受
け
ら

れ
た
際
は
、
県
東
京
事
務
所
、

県
人
会
等
に
積
極
的
に
出
向

く
ほ
か
、
東
京
に
お
い
て
本

市
出
身
者
な
ど
が
交
流
で
き

る
機
会
を
設
け
る
な
ど
、「
ふ

る
さ
と
納
税
」、「
伊
予
市
ふ

る
さ
と
応
援
基
金
条
例
」、「
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」の
３
本

立
て
で
寄
附
金
を
募
っ
て
い

き
た
い
。

先
進
自
治
体
で
導
入

し
て
実
績
を
上
げ
て

い
る
、
本
市
を
訪
れ
た
人
が

気
に
入
っ
た
ら
、
い
つ
で
も

気
軽
に
ふ
る
さ
と
納
税
の
手

続
が
で
き
る
自
動
販
売
機
を

設
置
し
て
は
。

　

全
国
の
自
治
体
が
ふ
る
さ

と
納
税
を
通
じ
て
地
域
の
魅

力
の
発
信
に
力
を
入
れ
る
中
、

有
効
な
手
法
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
て
い
く
努
力
は
、
決

し
て
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で

経
費
の
面
や
維
持
管
理
経
費

な
ど
、
導
入
ま
で
に
検
討
す

べ
き
課
題
は
少
な
く
な
い
た

め
、
現
時
点
に
お
い
て
は
、

今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

７
月
の
愛
媛
新
聞
に

県
内
20
市
町
の
防
災

備
蓄
状
況（
お
む
つ
・
生
理
用

品
・
ミ
ル
ク
）が
掲
載
さ
れ
て

お
り
、
本
市
は
備
蓄
な
し
で
、

「
い
ず
れ
も
令
和
４
年
度
の
当

初
予
算
に
計
上
済
み
」と
な
っ

て
い
た
が
、
そ
の
後
の
備
蓄

状
況
は
。

　

備
蓄
状
況
に
つ
い
て
は
、

左
表（
※
）の
と
お
り
で
あ
り
、

備
蓄
計
画
数
量
は
、
消
費
期

限
を
踏
ま
え
て
段
階
的
に
備

蓄
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
る
。　

保
育
園
や
介
護
施
設

で
活
用
で
き
る
タ
オ

ル
と
紙
お
む
つ
で
手
縫
い
す

る「
手
作
り
防
災
頭
巾
」を
推

奨
し
て
は
。

　

手
作
り
防
災
頭
巾
は
、
低

コ
ス
ト
で
す
ぐ
に
で
き
る
防

災
対
策
で
あ
る
が
、
防
炎
面

や
衝
撃
吸
収
面
、
防
護
面
か

ら
考
え
る
と
、正
規
ヘ
ル
メ
ッ

ト
が
一
番
と
考
え
る
。

問

問

問

答

答
消
費
期
限
を
踏
ま
え
て
段

階
的
に
備
蓄
を
増
や
す
。

答
正
規
ヘ
ル
メ
ッ
ト
が
一

番
と
考
え
る
。

川
口　
和
代　
議
員

伊予市のファンを増やす策を考える

「企業版ふるさと納税」にチャレンジを！
（答弁）３本立ての制度で寄附金を募る

問 本
市
の
防
災
備
蓄
品
と

防
災
グ
ッ
ズ

答
今
後
の
研
究
課
題
と
し

た
い
。

そのほかの質問として、「思
いやりのある業務を」と題
し、おくやみ窓口の開設や
おくやみハンドブック作成
の提案、新型コロナウイル
スワクチン接種に対するお
願いをしました！

さ
く
ら
幼
児
園
で
作
っ
た
乳
幼

児
向
け
の「
手
縫
い
防
災
頭
巾
」。

幼
児
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
大
き
す

ぎ
て
、
乳
幼
児
の
頭
に
合
わ
な

い
う
え
に
重
た
く
、
そ
れ
を
被
っ

て
歩
く
の
は
難
し
い
と
の
こ
と

で
作
製
に
至
っ
た
。
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タ
オ
ル
２
枚
を
使
用

頭頂部分に紙おむつを使用

備蓄品目 現在の数量 計画数量
小児用紙おむつ 330枚 900枚
大人用紙おむつ 148枚 700枚
生理用品 336枚 1,700枚
粉ミルク 60ℓ 毎年更新
液体ミルク 60ℓ 毎年更新

（※）現在の市の備蓄状況

ミルクについては、消費期限が１年から１年半
程度と短いため、備蓄計画数量としている60ℓ
を毎年更新する。



新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で

従
来
開
催
さ
れ
て
い
た
イ
ベ

ン
ト
や
教
室
等
も
中
止
や
規

模
縮
小
と
な
り
、
高
齢
者
の

外
出
頻
度
が
減
少
し
て
い

る
。
で
き
る
限
り
介
護
を
必

要
と
せ
ず
、
自
立
し
た
生
活

や
活
動
を
継
続
す
る
た
め
に

は
、
健
康
寿
命
を
延
ば
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　
介
護
予
防
、
認
知
症
予
防

な
ど
介
護
予
防
事
業
の
開
催

状
況
、
参
加
状
況
は
。

　
ま
た
、
教
室
、
講
座
が
開

催
で
き
な
い
場
合
、
今
後
の

対
策
と
し
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
や

ア
プ
リ
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
リ
モ
ー
ト
指
導
な
ど

の
開
催
方
法
が
考
え
ら
れ
る

が
、
今
後
の
方
策
は
。

開
催
回
数
と
参
加
者

数
は
、
令
和
元
年
度

の
１
６
８
回
、
３
３
０
０
人

に
対
し
、
令
和
２
年
度
は

１
１
３
回
、
１
６
５
５
人
と

減
少
し
て
い
る
が
、
そ
の
理

由
は
、
高
齢
者
の
利
用
控
え

の
ほ
か
、
感
染
症
対
策
に
即

し
た
施
設
の
休
館
や
休
止
、

会
場
の
人
数
制
限
等
に
よ
る

影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
室

に
つ
い
て
は
、
教
室
に「
集

う
」
こ
と
へ
の
喜
び
が
目
的

の
一
つ
で
あ
る
こ
と
、
高

齢
者
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
未
整

備
や
機
器
操
作
へ
の
不
安
が

大
き
い
こ
と
な
ど
課
題
も
散

見
さ
れ
る
。
ま
ず
は
、
高
齢

者
対
象
の
ス
マ
ホ
教
室
の
実

施
に
よ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
対
応

で
き
る
高
齢
者
を
増
や
す
な

ど
、
感
染
症
対
策
に
配
慮
し

た
対
面
で
の
教
室
を
基
本
と

し
、
そ
の
時
々
の
状
況
を
踏

ま
え
た
対
応
に
努
め
た
い
。

民
間
事
業
者
と
Ｉ
Ｃ

Ｔ（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ロ
ボ
ッ
ト
）
を
活
用

し
た
見
守
り
体
制
を
組
み
合

わ
せ
た
方
策
も
有
効
で
は
。

　

導
入
に
は
高
齢
者
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
環
境
の
整
備
や
機
器
操
作

の
ほ
か
、
本
市
の
他
施
策
と

の
取
捨
選
択
も
必
要
と
な
る

た
め
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
、

費
用
対
効
果
、
他
市
町
の
状

況
等
を
調
査
し
、
最
適
な
情

報
通
信
技
術
の
活
用
手
法
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
か
ら
現
在
ま
で

の
来
場
者
数
の
推
移
は
。

　

施
設
改
修
前
の
令
和
元
年

と
の
比
較
で
、
６
月
の
来
場
者

数
は
２
倍
の
３
万
６
０
０
０

人
、
７
月
の
来
場
者
数
は
１・

５
倍
の
３
万
２
０
０
０
人
と

な
っ
て
い
る
。

今
後
の
施
設
運
営
に

対
す
る
課
題
と
将
来

に
向
け
て
の
展
望
は
。

　

運
営
面
に
お
い
て
、
来
場

者
の
期
待
や
ニ
ー
ズ
に
応
え

き
れ
て
い
な
い
部
分
が
あ
る

こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
今

後
、
指
定
管
理
者
と
の
連

携
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
化

し
、
来
場
者
の
視
点
に
立
っ

た
施
設
管
理
を
心
掛
け
、
批

判
的
な
意
見
に
も
真
摯
に
耳

を
傾
け
、
よ
り
一
層
、
満
足

度
の
高
い
施
設
運
営
体
制
を

構
築
し
た
い
。
将
来
に
向
け

て
の
展
望
は
、
改
修
前
約

25
万
人
で
あ
っ
た
来
場
者
数

を
50
万
人
、
１
０
０
万
人
と

増
や
し
、
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
下
灘

駅
、
道
の
駅
な
か
や
ま
、
五

色
姫
海
浜
公
園
と
い
っ
た
市

内
各
所
の
観
光
施
設
を
巡
る

拠
点
と
し
て
定
着
・
発
展
さ

せ
た
い
。

問

問問

問

答

答
最
適
な
情
報
通
信
技
術
の

活
用
手
法
を
検
討
す
る
。

答
６
月
は
２
倍
、
７
月
は
１
・

５
倍
の
来
場
者
数
で
あ
る
。

答
観
光
施
設
を
巡
る
拠
点
と
し

て
定
着
・
発
展
さ
せ
た
い
。

向
井　
哲
哉　
議
員

コロナ禍における高齢者等の支援 

ICTを活用した教室の開催を！
（答弁）まずは、対面での開催を基本とする

介護予防教室の様子（今年度はコロナ禍の
影響で約半数の参加に留まった）

ふ
た
み
シ
ー
サ
イ
ド
公
園

の
現
状
と
展
望

いよ議会だより　令和３年 秋号15



上吾川八幡池の浸水区域に
は避難所である「郡中小学
校」もあり、堤体崩壊となれ
ば大惨事にもなり得るため、
防災の観点からも特別な措
置を要望したい！

いよ議会だより　令和３年 秋号 16

現
在
、
本
市
で
は

農
業
用
た
め
池
は
、

１
６
１
か
所
、
そ
の
う
ち
防

災
重
点
た
め
池
は
98
か
所
あ

る
。
こ
の
防
災
重
点
た
め
池

の
う
ち
、
す
で
に
16
か
所
の

た
め
池
に
つ
い
て
は
、ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
は
作
成
済
み
で
あ

り
、
今
年
度
60
か
所
作
成
し
、

残
り
の
22
か
所
は
、
来
年
度

以
降
に
作
成
予
定
と
の
こ
と

で
あ
る
。

　
た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

作
成
に
あ
た
り
、
常
時
た
め

池
を
管
理
し
て
い
る
地
元
関

係
住
民
の
意
見
を
十
分
に
取

り
入
れ
る
こ
と
が
非
常
に
重

要
と
考
え
る
が
、
今
後
、
ど

の
よ
う
な
方
法
で
作
成
す
る

予
定
な
の
か
。

た
め
池
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
作
成
方
法
、

計
画
予
定
に
つ
い
て
は
、
令

和
３
年
７
月
末
に
委
託
業
務

の
入
札
と
契
約
を
終
え
、
現

在
、
市
と
受
注
者
に
お
い
て

作
成
方
法
と
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
協
議

を
始
め
て
い
る
。

　

ま
だ
具
体
的
な
方
針
は
決

定
し
て
い
な
い
が
、
地
元
関

係
者
の
情
報
や
ご
意
見
等
を

取
り
入
れ
、
避
難
場
所
・
浸

水
範
囲
・
浸
水
深
さ
・
到
達

時
間
等
を
明
示
し
、
地
域
の

避
難
計
画
や
防
災
意
識
の
醸

成
を
図
り
、
有
事
の
際
に
役

立
つ
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
。

今
年
度
、
同
時
期
に

作
成
予
定
の
防
災

マ
ッ
プ
だ
が
、
関
連
性
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
分
か
り
や
す

く
す
る
た
め
に
連
携
し
て
作

成
す
る
予
定
は
。

　

総
合
防
災
マ
ッ
プ
は
前
回

作
成
時
の
平
成
28
年
３
月
以

降
に
追
加
指
定
さ
れ
た
土
砂

災
害
警
戒
区
域
等
の
表
示
情

報
が
増
え
て
い
る
。
こ
れ
に

加
え
、
82
か
所
の
た
め
池
浸

水
想
定
区
域
を
表
示
す
る
こ

と
は
極
め
て
煩
雑
と
な
る
こ

と
か
ら
、
現
時
に
お
い
て
は
、

個
別
で
作
成
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

　

総
合
防
災
マ
ッ
プ
に
は
、

防
災
重
点
た
め
池
が
分
か
る

よ
う
な
表
示
を
す
る
な
ど
、

関
係
課
と
連
携
し
、
利
便
性

の
確
保
に
努
め
る
。

防
災
重
点
た
め
池
の

中
で
も
、
特
に
重
要

な
た
め
池
に
つ
い
て
は
、
今

後
も
地
元
分
担
金
の
賦
課
率

を
下
げ
て
い
く
方
向
で
検
討

し
て
は
。

　
本
市
で
は
、
た
め
池
整
備

事
業
の
地
元
分
担
金
の
賦
課

率
を
平
成
27
年
度
に
、
７
％

か
ら
４
％
へ
、
今
年
度
よ
り

２
％
へ
引
き
下
げ
て
い
る
。

　

国
で
は
、
令
和
２
年
10
月

に「
防
災
重
点
農
業
用
た
め
池

に
係
る
防
災
工
事
等
の
推
進

に
関
す
る
特
別
措
置
法
」を
施

行
し
て
い
る
が
、
現
在
負
担

率
引
上
げ
等
の
具
体
的
な
実

施
案
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　

上
吾
川
八
幡
池
が
特
に
重

要
な
た
め
池
で
あ
る
こ
と
は

十
分
認
識
し
て
い
る
が
、
現

時
に
お
け
る
県
営
事
業
の
枠

組
み
の
中
で
は
、
地
元
分
担

金
が
不
要
の
耐
震
化
対
策
整

備
事
業
に
は
該
当
し
な
い
た

め
、
地
元
分
担
金
の
賦
課
率

を
下
げ
る
こ
と
は
非
常
に
難

し
い
と
考
え
て
い
る
。

問

問

問

答

正
岡　
　
満　
議
員

ため池ハザードマップ作成

地元住民の意見を取り入れては？
（答弁）地元関係者の情報や意見等を取り入れる

10万トンの貯水量を持つ「上吾川八幡池」

た
め
池
改
修
に
係
る

地
元
負
担
金

郡中小学校

答
現
時
で
は
個
別
で
作
成

す
る
予
定
で
あ
る
。

答
賦
課
率
を
下
げ
る
こ
と

は
非
常
に
難
し
い
。



連載企画
第２回目

市民の皆様に伊予市の
議員を少しでも身近に
感じていただくために
今期も全員の簡単な自
己紹介をします！

※今回も６人の掲載（議席
順）とします。残りの５議
員は次回以降に掲載する
予定です。

① 住まい
② 座右の銘
③ 伊予市のおすすめ
　 スポット
④ 市民のみなさまへ！

今
期
も
や
り
ま
す
！

議
員
の
よ
こ
が
お

①上野
②時勢に応じて自分を変革しろ！
③伊予灘サービスエリア（道後平野

に広がる松山市の街並みや伊予
灘を眼下に望めます）

④「すべての命が輝き続けるまち
に！」をモットーに日常の中で起
こりうる出来事を察知し、誰もが
笑顔でいられるようフレキシブル
な対応をしてまいります！

①下吾川（鳥ノ木）
②冬は必ず春となる
③伊予市のハワイ「五色浜！」
　伊予市一望「絶景！秦皇山公園！」
④３期目（９年目）となりましたが初

心を忘れず、皆さんの身近な相談
窓口として『小さな声を聴くしん
じ』でガンバリます！

①八倉
②あきらめない限り夢は実現する
③金松山からの眺望、JR下灘駅の

夕焼けプラットホーム（コンサー
トの空気と音）

④出口の見えない「新型コロナウイルス」そして、
自然災害への不安。不満、不備、不自由…。地
域に社会に渦巻く「不」を取り除くのは政治の役
目。SDGs「誰一人取り残さない世界の実現へ」
市民の皆様、一人ひとりの対話を進めます！

①上野
②圧倒的な差別化
③五色浜の夕日
④同じ小・中・高で同級生だった日

野議長を支えつつ、副議長として
議員が活発に議論ができる議会
になるよう鋭意努力してまいりま
す！

①森
②有言実行・至誠通天
③五色姫海浜公園・しおさい公園
④市民の皆様の意見を市政に反映さ

せ市民生活の向上や福祉の向上
に精一杯努め、未来に期待が持て
る伊予市づくりを頑張ります！

①稲荷
②牛の歩みも千里（遅くとも、泥臭

くとも確実に前へ進みたい）
③伊豫稲荷神社（御鎮座千二百年記

念奉、祝祭も2023年初春に計画
しています）

④長引く制約の日々が続く中、できないか
らと諦めるのではなく、今までやってこ
なかった、苦手なことに取り組み、新し
い自分の可能性を見つけましょう！

向
むか

井
い

　哲
てつ

哉
や

　議員

大
おお

野
の

　鎮
しん

司
じ

　議員

門
かど

田
た

　裕
ゆういち

一　議員

平
ひらおか

岡　清
せい

樹
き

　議員

高
たか

田
た

　浩
ひろ

司
し

　議員

北
きたはし

橋　豊
とよさく

作　議員

ひの議長

第２回 議員勉強会（９月議会）を開催しました！
　第１回目（６月議会）に引き続き、議
員勉強会を８月25日（水）に開催しまし
た。
　第２回目の内容は、９月議会に上程
する議案（条例・予算）の新規事業を中
心に所管課から順次説明していただ
き、自由な形での質疑応答を行いまし
た。

今回は理事者側も
今後の勉強ということで
若手職員を中心に出席し、

説明と答弁をして　
もらいました！

参加議員

理事者

ひの議長

いよ議会だより　令和３年 秋号17



伊予市ホームページ 伊予市議会 録画配信

「マチイロ」のアプ
リをダウンロード
すれば、いつでも

「議会だより」がス
マホ等で見られま
す。ぜひ一度お試
しください！

　第100代首相に岸田氏が新たに就任し、新内閣が発足した。新型コロナ、経済、外交安全保障など国難と
も言うべき各種課題に、しっかりとした国家観を持って、日本のかじ取りをしていただきたいものである。
今回は、昨年に引き続き、新型コロナ特集を記事にした。奇しくも、９月30日に、全国の緊
急事態宣言・まん延防止等重点措置も解除された。ゼロコロナからウィズコロナに向けて、
市民の皆様・地域・市が心を一つに、１日も早く通常の社会経済活動を取り戻しましょう。

議会広報調査特別委員会　〔委員長〕吉久俊介　〔副委員長〕森川建司
　　　　　　　　　　　　〔委　員〕川口和代　向井哲哉　平岡清樹　大野鎮司

議会インターネット録画配信を始めました！
　伊予市議会では、令和３年度から議
会インターネット録画配信を始めまし
た。本会議（一般質問等）の様子をパソ
コンやスマートフォン等でいつでも視
聴することができますので、ぜひ一度
ご視聴ください。

議会からのお知らせ 伊予市議会初

いよ議会だより　令和３年 秋号 18

編集後記

ひらおか副議長

おおの委員

もりかわ副委員長

よしひさ委員長

視聴方法（QRコードもご利用ください）
スマホからも

視聴できます！
※倍速もできます。

パソコン上で
視聴する場合、
画面は拡大して
調節することが

できます！

お気軽に
いつでも
どうぞ！

ご意見お待ちしています!
　「議会だより」やその他議会に関
するご意見やご要望などがありま
したら、今後の参考とさせていた
だきますので、いつでもご連絡く
ださい！

【連絡先】
〒799-3193　
伊予市米湊820番地
伊予市議会事務局内
広報調査特別委員会

（TEL）982-6551
（FAX）982-1205


